
 

 

 

 

 

 

「いつやるか？今でしょ！」 

校長 山内 清一 

今年度も新型コロナウィルス感染防止に努めながら生徒とともに様々なことに取り組

んできましたが、４月の始業式・入学式に始まった１学期も、もう少しで終わります。４

月の１年生フレンドシップスクール、６月の体育大会・期末考査、そして７月の３年生の

修学旅行と、生徒の皆さんは学習や行事の様々な場面で成果を残してきました。また、生

徒会・委員会活動、学級活動、部活動でも成長してきたと思います。一方で、４月に新た

な気持ちで、目標をもち、学校生活に臨み、自分で頑張ろうと思ったことは実行できたで

しょうか。様々な場面で、「でも、しかし、後で、時間ができたら・・・」と、やるべき

ことを先延ばしにしてしまうことはなかったでしょうか。自分自身、１学期を振り返って

ほしいと思います。 

さて、今回はテレビでおなじみの林修先生が言った、「いつやるか？今でしょ！」とい

う言葉について考えていきたいと思います。この言葉は、林先生が、予備校の授業中に使

ったとされるフレーズです。予備校での夏期現代文講座で、高校の国語・現代文を理解す

るためには漢字の勉強が非常に重要であるにも関わらず、実際に漢字の勉強をする生徒

が少ないため、「では漢字の勉強はいつやるか？今でしょ！」という流れから発した言葉

だそうです。林先生は、「今やる人になる４０の習慣」という著書の中で、次のようなこ

とも述べています。 

○自己学習が重要 

学校や塾で勉強してない時間を、自分で考えてどう学習に使うかが大切。 

○継続的学習が重要 

志望校合格後も続けていく学習が大切。合格が目標ではない。だから受験で成功した

ことを自慢する人間にならない。 

自分で時間をつくって、継続して勉強していくことが大切だということは、誰でも理解

できると思います。しかし、今やることを明日に延ばしてしまい、自分でやろうと思って

いることがなかなか実行できないときがあります。「やるのは今だ」と思って「実行」し

なければ何も始まりません。だから「いつやるか？今でしょ！」という言葉は印象に残る

のだと思います。 

今年も夏休みが始まります。自分を成長させる大きなチャンスです。「今やらないでい

つやるのか」という強い気持ちで、自分で時間をつくり、継続的に頑張ってください。 
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《７月のアルバム》 

《３年生修学旅行 7/5～7》   

       

   

《２年生理科出前授業 7/5～6》           《七夕》 

    

《ICT 公開授業 7/10》            《オンラインホームルーム》 

   

【８・９月の予定】 

８/３０ (月) 始業式 １８ (土) 神明祭 

９/ ３ (金) 新入生保護者説明会    ２５（土） 土曜授業 

 ８ (水) 生徒会役員選挙   英語スピーキングテスト（３） 

１６（木）～１７日（金）中間考査   



      

 


